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普及活動情勢報告（平成２７年２月分） 

中央西農業振興センター 高知農業改良普及所 

 

担い手のハウス確保を進めるために！ハウス貸出意向調査 

 

農家への面談の状況 

ＪＡ高知春野では、キュウリの担い手対策の一環として、１月２

８日から３０日にかけて、就農希望者のハウス確保に向けた貸出意

向調査を行いました。これは数年内に高齢化等で栽培を休止する予

定の農家１５戸を選定し、地区の農業委員とＪＡ高知春野と連携し

ながら個別面談したもので、普及所は実施の働きかけを行うと共に

調査へも同行しました。 

その結果１３戸から貸し出してもよいという承諾が得られまし

たが、ほとんどのハウスが老朽化している実態や離農時期も不確定

である等確保に向けた課題も明らかになりました。 

今後も、普及所は関係機関と一体となり、総合的な担い手確保対

策に取り組みます。 

 

県内他産地との情報共有！施設キュウリの環境制御実証ほ視察への対応 

 

 

２月４日、普及所は、ＪＡ高知春野管内の施設キュウリの炭酸ガ

ス施用を中心とした環境制御技術の実証状況について、ＪＡ土佐香

美園芸部キュウリ部会（１０名）の視察に対応しました。 

普及所は、１２月末までの出荷データや日頃の生育調査データを

基に、炭酸ガス施用による増収効果と栽培上の注意点や炭酸ガス施

用だけでなく総合的な環境制御の重要性についても説明しました。

参加農家からは、通常の栽培管理との違いなどについて活発な質問

が出ました。 

普及所では、今後もキュウリの生産性向上のため、広く環境制御

技術等の情報を交換し共有していきます。 

 

～集落営農を知ろう～集落営農先進地視察（四万十市） 

 

 

２月６日、普及所は、高知市中山間地域等直接支払制度を実施し

ている各地区の代表者等を対象とした集落営農先進地視察研修を

高知市と実施し、地区代表者等１２名が参加しました。 

視察研修は、四万十市にある黒尊川営農組合と田野川甲営農組

合の２カ所を訪問し、営農組織の代表者の方から取り組みの経過

等について説明を受けました。 

参加者からは、機械の共同利用の方法等質問も多く出され、集

落営農の取り組みについて関心の高まりが確認できました。 

普及所では、引き続き集落営農の取り組みの推進や組織設立に向

けた支援を行っていきます。 

 

 



2/3 

 

スタート前の準備を～ＪＡ高知市介良オクラ部会栽培講習会 

 

２月６日、ＪＡ高知市介良オクラ部会で、次の作付に向けて栽培

講習会が行われました。 

会には地区の生産者５名が参加し、普及所からは昨年に発生した

病害虫の割合と気象のデータをもとに、病害虫対策と播種直後の生

育を安定させる技術を紹介しました。参加者からは播種適期につい

て質問が出され、播種期の気温の重要性が認識されました。 

普及所では、今後もオクラの生産安定・増収に向けて、栽培技術

の支援をしていきます。 

 

春野の花をどうする！春野の花卉部会に取引市場全社が集合 

 

生育状況を確認する市場担当者 

 ２月１０日、ＪＡ高知春野のユリ部会と市場担当者が集まり、目

慣らし会・販売検討会・ほ場巡回を行いました。 

目慣らし会では、市場担当者の意見を交えながら切り前の確認を

行い、その後の検討会では有利販売に向けた販売戦略を協議し、普

及所も助言しました。市場からは『迅速な情報発信』についての要

望が強く出され、販売における情報の重要さが再認識できました。 

 今後、普及所はＪＡと協力し、販売関係も含め農家の経営向上の

ための支援をしていきます。 

 

苺の安定生産のために!!病害対策の先進事例調査を実施 

 

 

２月１０日、ＪＡ高知市介良支所苺部が、ＪＡ高知はた管内の産

地視察を実施し、組合員や関係機関など１１名が参加しました。 

現在、苺部では炭そ病対策等で有望な‘かおり野’の導入を検討

しており、普及所は今回、すでに栽培されているＪＡ高知はたでの

視察研修をＪＡと計画しました。 

視察したほ場では、生産者どうしが栽培管理の注意点や‘かおり

野’の特性などについて積極的に意見交換しました。 

 普及所は、今後もＪＡ等と連携して、いちごの炭そ病対策など生

産の向上に取り組んでいきます。 
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他産地の栽培管理はどういう感じ？スナップエンドウの視察研修 in 嶺北地区 

 

高知市長浜地区では、新たな有望品目としてスナップエンドウの

栽培に取り組んでいます。 

栽培管理が手探り状態のなか、他産地の状況を勉強したいという

生産者からの要望があり、２月１３日に先進地である嶺北地区を視

察しました。普及所はＪＡ高知市と協力してこの視察を計画し、当

日は生産者４名やＪＡとともに視察に同行しました。 

視察先は土佐町の土居地区と大淵地区で、栽培環境は異なるもの

の草勢や栽培管理の確認、生産者同士での情報交換など有意義な視

察研修になりました。 

普及所では、引き続き関係機関と連携しながら、スナップエンド

ウの産地化に向け支援していきます。 

 


